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今 月 の 表 紙

　今月号の表紙は、秋
の渡り鳥観察会です。
　参加者たちは双眼鏡
で野鳥を探し、子どもも
大人も楽しめるイベン
トとなっていました。

幌延深地層研究センターについて

特集・令和３年を振り返ろう

令和３年度 町政懇談会を開催しました

幌延深地層研究センター「地下の研究現場

から」第18回-物質の動きかたは地下水と

同じ？

議会だより

地域おこし協力隊通信ｖｏｌ.72

情報〈インフォメーション〉-12、1月の運

転免許更新時講習のお知らせ/年末年始の

公共機関等の休業について/通行規制区間

への侵入の危険性について など

まちの話題-秋の全道火災予防運動/秋の渡

り鳥観察会 など

ねんきん通信-みんなで学ぼう！

公的年金ｖｏｌ.4 ～国民年金と厚生年金

町民くらしのカレンダー など

令和４年成人式/ありがとう上幌延駅・安牛

駅今昔フォトコンテスト など
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令和3年10月末日現在　※（　）内は前月比
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広報ページ

QRコードを読み込むと幌延町の
ホームページを見ることができるよ。
過去の広報誌もあるから読んでみてね。
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幌延深地層研究センターについて
　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（JAEA）幌延深地層研究センターは、高レベル放射性
廃棄物の地層処分技術に関する研究開発を行っています。
１．地下施設整備の状況【図１、現在：維持管理中】

【立坑掘削深度】東立坑380ｍ、換気立坑380ｍ、西立坑365ｍ
【水平坑道掘削長】深度140ｍの調査坑道186.1ｍ
　　　　　　　　 深度250ｍの調査坑道190.6ｍ
　　　　　　　　 深度350ｍの調査坑道757.1ｍ
※令和３年度は、地下施設にて第３期中長期計画に掲げた次の３つの課

題達成に向けた調査研究を進めています。
（１）実際の地質環境における人工バリアの適用性確認
（２）処分概念オプションの実証
（３）地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証

【稚内層深部（深度500ｍ）における研究の実施について】
　令和２年度の研究成果によって、深度500ｍと深度350ｍとは異なる
性質の地層が存在していることがより確かになり、深度500ｍでの研
究が必要と判断しました。令和４年度に掘削準備を行い、令和５年度
に掘削を開始する予定です。

２．施設見学について
　①ゆめ地創館

【公開時間】午前９時～午後４時
【定休日】毎週月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合は水曜日）、
　　　 　年末年始（12/29 ～１/ ３）
【来館者数】1,408名（令和３年４月～９月末）

　②地下施設見学会
　見学者数：119人（令和３年４月～９月末）
　例年４月から10月の第４日曜日に実施しており、地下を体験できる貴重な機会となっています。
　令和４年度も予定しているので、ぜひご参加ください。
【地域の皆さまを対象とした施設見学会】
　令和３年度は、幌延町および近隣市町村の皆さまを対象とした施設見学会を毎月第３水曜日に実
施しています。
　※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、５/16 ～6/20および8/26 ～９/30は臨時休館、

施設見学会を中止しています。
３．ホームページ
　幌延深地層研究センターのホームページでは、地下施設や調査研究の状況を適宜掲載しています。
　◇ホームページURL：https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/index.html
４．幌延深地層研究センターによる幌延町への経済効果
　幌延深地層研究センターが平成13年に開所してから毎年、地元への経済効果についてお知らせして
います。同センターおよび関係機関から確認をとった令和２年度の実績は以下のとおりです。

（単位：百万円）

職員および家族数
機構発注 ＪＶ・共同研究機関発注

工事請負・業務委託・
物品購入・借上・その他 社宅・寮賃貸借契約 工事請負・業務委託・

物品購入・借上・その他
職員 57名
家族 27名 発注額 87 発注額 57 発注額 122

  計 84名 発注合計額 265
※このほか、同センターの地元雇用、従業員などの町内消費、町税収入、電源立地地域対策交付金

などがあります。
※四捨五入により合計の数値は合いません。

５．幌延深地層研究計画に関する協定および条例について
　北海道、原子力機構、幌延町の三者で締結した「幌延町における深地層の研究に関する協定書（三
者協定）」と幌延町議会の議決を経て施行した「深地層の研究の推進に関する条例（町条例）」を順守
して研究を進めています。

［図１］

広報調査等交付金事業
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◆
幌
延
町
深
地
層
研
究
計
画

に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
の
確
認
会
議
で

の
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

Ｑ　
５
０
０
メ
ー
ト
ル
掘
削
が

令
和
４
年
度
か
ら
準
備
に
入
り
、

令
和
５
年
度
中
頃
か
ら
始
ま
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
作
業
員
の

数
が
か
な
り
増
え
て
、
寄
宿
舎

が
建
つ
の
か
。

Ａ　
西
立
坑
を
作
っ
た
時
に
は

寄
宿
舎
が
新
た
に
建
っ
た
。
今

回
は
３
５
０
メ
ー
ト
ル
地
点
か

ら
更
に
１
５
０
メ
ー
ト
ル
の
掘

削
と
い
う
こ
と
で
仕
事
の
量
と

し
て
は
比
較
す
る
と
少
な
い
と

思
う
が
、
作
業
員
は
増
え
る
と

聞
い
て
い
る
。

◆
幌
延
町
高
齢
者
等
交
通
費

助
成
（
ハ
イ
ヤ
ー
運
賃
等
助

成
）
事
業
の
創
設
に
つ
い
て

　
Ｑ　
70
歳
以
上
の
方
は
、
車
を

持
っ
て
い
て
も
持
っ
て
い
な
く

て
も
対
象
か
。
ま
た
、
65
歳
で

何
か
の
事
情
で
免
許
を
返
納
し

た
方
も
対
象
に
な
る
と
い
う
こ

と
か
。

Ａ　
70
歳
以
上
の
方
は
、
日
常

生
活
で
移
動
が
な
か
な
か
難
し

く
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
自

家
用
車
を
持
っ
て
い
て
も
対
象

と
な
る
。
70
歳
未
満
で
も
、
障

害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

や
免
許
を
返
納
し
た
方
も
対
象

と
し
て
い
る
が
、
車
を
持
っ
て

い
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

Ｑ　
こ
の
カ
ー
ド
は
い
つ
で
も

申
請
し
た
ら
交
付
し
て
く
れ
る

の
か
。

Ａ　
申
請
は
都
度
、
受
け
付
け

て
い
る
。
初
回
は
申
請
書
の
提

出
が
必
要
だ
が
、
次
年
度
か
ら

は
い
ら
な
い
と
い
う
申
出
が
な

い
限
り
、
自
動
更
新
で
交
付
す

る
予
定
。

Ｑ　
令
和
３
年
度
の
も
の
を
４

年
度
に
持
ち
越
し
た
り
、
他
の

人
に
あ
げ
た
り
は
で
き
な
い
の

か
。

Ａ　
期
限
は
そ
の
年
度
の
３
月

31
日
と
な
る
。
あ
く
ま
で
も
申

請
者
に
対
す
る
助
成
な
の
で
、

他
の
人
に
譲
る
こ
と
は
出
来
な

い
。　

Ｑ　
こ
れ
は
町
内
限
定
な
の
か
。

天
塩
や
豊
富
に
行
く
の
に
使
え

る
の
か
。

Ａ　
移
動
エ
リ
ア
と
し
て
は
、

幌
延
地
区
と
雄
興
ま
で
。

Ｑ　
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
て

も
関
係
な
い
の
か
。

Ａ　
あ
く
ま
で
も
そ
の
方
が
対

象
か
と
い
う
こ
と
で
、
交
付
を

判
断
す
る
。

Ｑ　
幌
延
の
市
街
は
需
要
が
あ

る
だ
ろ
う
が
、
問
寒
別
は
あ
る

の
か
。

Ａ　
問
寒
別
の
方
は
患
者
輸
送

車
両
等
で
幌
延
市
街
に
来
た
際

に
、
そ
の
後
の
買
い
物
な
ど
の

用
足
し
に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

◆
町
政
全
般
に
つ
い
て

Ｑ　
告
知
端
末
機
に
つ
い
て
、

お
悔
み
放
送
は
通
夜
の
前
の
夜

の
放
送
の
１
番
最
初
に
流
す
こ

と
と
な
っ
て
い
た
と
思
う
が
、

今
は
順
番
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
。
ま

た
、
夜
中
に
勝
手
に
作
動
し
て

電
気
が
点
く
。

Ａ　
今
入
れ
て
い
る
機
械
は
、

自
動
で
新
し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
な

ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。
動

い
て
い
る
と
き
に
電
気
が
つ
く
。

今
後
、
更
新
の
時
に
改
善
で
き

る
も
の
は
し
て
い
き
た
い
。
放

送
の
順
番
に
つ
い
て
も
、
確
認

し
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

Ｑ　
５
年
、
10
年
先
に
酪
農
を

や
め
る
農
家
が
出
て
く
る
と
思

う
。
町
と
し
て
そ
の
対
策
は
考

え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
新
規
就
農
や
法
人
化
と
い

っ
た
こ
と
を
内
部
で
検
討
し
て

い
る
。
町
で
は
省
力
化
の
た
め

の
機
械
設
備
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補

助
事
業
な
ど
の
支
援
体
制
は
と

っ
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｒ
不
足
の
と

こ
ろ
も
あ
る
。

Ｑ　
新
規
就
農
を
進
め
て
い
る

が
、
幌
延
に
は
宿
泊
研
修
施
設

と
い
う
よ
う
な
も
の
が
な
い
。

農
協
と
役
場
が
密
に
情
報
共
有

し
、
き
ち
ん
と
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
宿
泊
研
修
施
設
を
つ
く

っ
て
ほ
し
い
。

　令和３年度の町政懇談会は、10月８日から15日の間で地区ごとに開催し、７回、43名の町民の方に
ご参加いただきました。
　町からは、「幌延深地層研究計画について」、「幌延町高齢者等交通費助成（ハイヤー運賃等助成）
事業の創設について」の2項目、これに加えて問寒別地区では「地域コミュニティ形成（集落支援）
事業の進捗について」の３項目について説明し、ご意見、ご質問をいただきました。その後、町政全
般について懇談をしました。
　参加者の皆さんからいただいたご意見、ご要望などについて、いくつか抜粋してご紹介します。な
お、懇談会でお答え出来なかったものについては、改めて広報誌などでご紹介します。

令和３年度　町政懇談会を開催しました
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Ａ　
宿
泊
施
設
と
し
て
は
、
長
、

短
期
滞
在
に
対
応
し
た
幌
延
の

風
土
や
暮
ら
し
を
体
験
す
る
こ

と
の
で
き
る
移
住
促
進
住
宅
が

幌
延
に
も
問
寒
別
に
も
あ
る
。

Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
の
か
と
も
思

う
。
新
規
就
農
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
宿
泊
先
の
整
理
な

ど
も
含
め
、
進
め
て
い
か
な
く

て
は
駄
目
だ
と
い
う
思
い
は
あ

る
。

Ｑ　
送
電
網
の
工
事
は
来
年
５

月
ぐ
ら
い
ま
で
に
工
事
が
完
了

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
工
事
の

遅
れ
と
か
は
な
い
の
か
。

Ａ　
遅
れ
は
出
て
い
な
い
と
確

認
し
て
い
る
。
線
を
張
る
作
業

が
今
秋
で
終
わ
り
に
な
る
の
で
、

滞
在
人
員
の
ピ
ー
ク
は
超
え
た

と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
約

が
取
り
づ
ら
い
。
予
約
を
重
複

さ
せ
な
い
た
め
に
い
ろ
い
ろ
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
か
ら
だ
と
は

思
う
が
、
予
約
を
受
け
る
電
話
、

人
員
を
増
や
せ
な
い
の
か
。

Ａ　
今
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
数
量

限
定
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

多
数
で
受
け
付
け
て
順
番
が
違

う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
不
都

合
が
出
て
く
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
形
に
な
っ
た
と
思
う
。
改

善
の
余
地
が
あ
れ
ば
改
善
に
向

け
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
昨
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
時
に
、
指
定
時
間

の
２
～
３
分
前
に
診
療
所
へ
行

っ
た
ら
、
外
で
待
つ
よ
う
に
言

わ
れ
た
。
11
月
だ
と
雪
の
降
る

日
も
あ
る
。
相
手
と
状
況
を
見

て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
気
持
ち
は
分
か
る
が
、
時

間
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

し
か
し
、
雨
が
降
っ
て
い
る
時

に
外
で
待
た
す
と
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

Ｑ　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
国
か
ら
３
回
目
に
向
け
た

準
備
を
す
る
よ
う
に
と
い
う
通

達
は
来
て
い
る
。
２
回
目
接
種

後
８
カ
月
ぐ
ら
い
を
目
途
に
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
幌
延
の
場

合
、
65
歳
以
上
の
２
回
目
接
種

が
６
月
に
終
え
て
い
る
の
で
、

２
月
以
降
に
な
る
と
思
う
。
ま

だ
具
体
的
に
は
何
も
決
ま
っ
て

い
な
い
。

Ｑ　
Ｊ
Ｒ
に
つ
い
て
、
現
在
２

駅
が
廃
止
に
な
っ
て
、
残
り
６

駅
の
内
幌
延
駅
を
除
く
５
駅
の

維
持
管
理
を
町
で
負
担
し
て
い

る
と
思
う
が
、
ど
の
く
ら
い
の

負
担
な
の
か
。
今
後
の
維
持
管

理
の
考
え
方
は
。

Ａ　
今
ま
で
の
負
担
に
つ
い
て

は
、
話
し
は
あ
っ
た
が
実
際
は

負
担
し
て
い
な
い
。
今
年
度
か

ら
経
費
が
発
生
し
て
い
て
、
１

駅
１
０
０
万
円
ぐ
ら
い
だ
と
思

う
。
来
年
度
以
降
も
ま
だ
こ
の

か
た
ち
で
や
っ
て
い
こ
う
と
思

う
。
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

人
も
確
保
し
て
い
る
の
で
、
Ｊ

Ｒ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ　
今
後
、
Ｊ
Ｒ
の
減
便
と
い

う
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
今
は
相

当
間
引
き
し
て
運
行
し
て
い
る

が
、
11
月
以
降
少
し
ず
つ
元
に

戻
る
と
思
う
。
こ
の
ま
ま
減
便

が
常
態
化
す
る
と
は
聞
い
て
い

な
い
。

Ｑ　
診
療
所
の
医
療
体
制
を
整

備
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具

体
的
に
何
を
整
備
す
る
の
か
。

Ａ　
感
染
症
の
診
察
室
（
発
熱

外
来
）
を
設
け
る
。
医
療
機
器

の
更
新
で
Ｃ
Ｔ
の
入
替
え
と
専

用
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
設
置

を
行
う
。
ま
た
、
救
急
玄
関
を

作
り
、
救
急
患
者
が
ス
ト
レ
ー

ト
に
処
置
室
に
入
れ
る
よ
う
に

す
る
。
11
月
頃
か
ら
使
え
る
よ

う
に
な
る
予
定
。

Ｑ　
バ
イ
オ
マ
ス
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ　
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
て

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

元
々
こ
こ
は
送
電
網
の
関
係
で

高
電
圧
売
電
が
出
来
な
い
状
況

だ
っ
た
が
、
送
電
網
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
売
電
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
集
中
型

プ
ラ
ン
ト
を
検
討
で
き
る
と
い

う
話
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
、

近
況
の
説
明
や
ご
意
見
を
聞
く

場
を
設
け
て
調
査
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

た
く

う
ま

十
月
定
例
俳
句
会
作
品

幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

逞
ま
し
き
牧
の
若
牛
秋
の
声

何
処
よ
り
旨
し
風
く
る
秋
の
声

耳
鳴
り
に
邪
魔
さ
れ
つ
つ
も
秋
の
声

静
か
な
る
大
地
を
行
く
や
秋
の
声

秋
の
声
洩
る
る
や
乳
牛
感
謝
の
碑

横
山
　
貞
雄

田
中
　
順
子

富
樫
と
も
子

小
玉
　
利
治

田
中
　
徹
男

も
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国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 幌延深地層研究センター
「地下の研究現場から」第18回－物質の動きかたは地下水と同じ？

お問い合わせ先：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
　　幌延深地層研究センター：電話・告知端末機：５-2022  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/
　　ゆめ地創館：電話・告知端末機：５-2772  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/yumechisoukan/index.html

　幌延深地層研究センターでは、地下深くの岩盤の中を物質がどのように動いていくかを調べる方
法の研究を行っています。今回は、地下深くでの物質の動き方について紹介します。
　幌延の地下深くの地下水は、ほとんど動いていないことが分かっています。では、地下水がほと
んど動かないときの、物質の動きはどうでしょうか。地下水中の物質は濃度の高いところから低い
ところに向かって動きます。コップの中の水に墨汁を垂らすと、黒い墨汁が透明な水の中に散らばり、
しばらくして水全体が黒くなるのは、この現象によるものです。また、透明な水の中には物質が溶
けており、その物質は正（プラス）か負（マイナス）の電気を帯びています。したがって、電気的
な力が物質の動きに作用することもあります。
　岩盤は小さな鉱物が集まってできています。幌延の地下深くの岩盤には、100gあたり20 ～ 30ｇの
粘土鉱物（図1：スメクタイトやイライトという名前の鉱物）が含まれています。この粘土鉱物の
表面は負の電気を帯びていると考えられています。このため岩盤中の狭い隙間を物質が動く場合、
正の電気を帯びた物質は隙間に引き寄せられやすい、もしくは岩盤の表面にくっつきやすいのに対し、
負の電気を帯びた物質は電気的な反発力によって岩盤の隙間を通りにくい、もしくは岩盤の表面に
くっつきにくいことが予想されます（図2）。そこで正の電気を帯びたセシウムイオンと負の電気
を帯びたヨウ素イオンを岩盤に流し、動きやすさの違いを確認する原位置試験を行いました。その
結果、セシウムイオンは岩盤の表面にくっつく性質が強く、ヨウ素イオンは岩盤の表面にくっつく
性質が弱いため、セシウムイオンの方が岩盤の中を動きにくいことが確認できました。
　このように、地下深部の岩盤中を物質がどのように動くかを調べるためには、個々の物質に関す
る様々な現象を調べることが必要になります。
　次回は長期的な地下環境の変化について紹介します。

　私たちの行っている研究について、広くご理解いただくために幌延町広報誌「ほろのべの
窓」の紙面をお借りして町民の皆さまをはじめ、ご愛読者さまに研究内容についてご紹介さ
せていただきます。

モグ太くん

広報調査等交付金事業

図1　イライトの電子顕微鏡の画像 図2　岩盤中を物質が動く様子
（+は正の電気、-は負の電気を示しています）
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北緯45度のまち 第120号
●発行
●編集
●電話
●FAX

北海道幌延町議会

01632-5-1111
01632-5-2971

議会報編集委員会

　
令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
の

認
定
７
件
を
は
じ
め
、
行
政
報

告
、
一
般
質
問
３
名
、
報
告
４

件
、
承
認
１
件
、
同
意
１
件
、

議
案
５
件
、
意
見
案
３
件
を
慎

重
審
議
し
た
結
果
、
全
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
閉
会
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

▽
承
認
第
１
号

　
専
決
処
分
の
承
認
（
令
和
3

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る

中
、
低
所
得
者
に
対
し
、
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

を
支
給
す
る
。

　
対
象
児
童
数
30
名
を
見
込
み
、

１
百
51
万
２
千
円
を
新
規
計
上
。

㉄
対
象
児
童
数
は
確
定
し
て
い

る
の
か
。

答
非
課
税
世
帯
に
は
申
請
不
要

で
給
付
を
行
っ
て
い
る
が
、
所

得
、
収
入
が
大
き
く
減
少
し
て

い
る
世
帯
や
本
年
度
４
月
以
降

の
新
生
児
も
対
象
と
な
る
た
め
、

数
は
確
定
し
て
い
な
い
。

▽
同
意
第
１
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
澤
谷　
敦
美 

氏
（
再
任
）

▽
議
案
第
２
号

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

　
地
方
債
と
し
て
こ
ざ
く
ら
荘

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
支
援
事
業
３
千

１
百
50
万
円
を
新
た
に
追
加
し
、

地
方
債
限
度
額
の
合
計
を
６
億

４
千
６
百
60
万
円
と
す
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
に
向
け
、
健
康
管
理
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
４
百
25
万
７
千
円

新
規
計
上
。

　
町
営
牧
場
問
寒
別
団
地
避
難

舎
修
繕
費
２
百
61
万
８
千
円
新

規
計
上
。

　
豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業

補
助
９
百
49
万
円
新
規
計
上
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
等
の

措
置
を
受
け
、
経
営
持
続
化
支

援
事
業
４
百
２
万
５
千
円
、
幌

延
町
商
工
業
応
援
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
事
業
１
百
万
円
、
地
域
内

消
費
拡
充
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
１
千
２
百
70
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
新
規
計
上
。

　
歳
入
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
事
業
が
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
支
援
交
付
金
の
対
象

事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
８
百

27
万
３
千
円
新
規
計
上
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

３
百
66
万
円
新
規
計
上
。

㉄
豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業

は
、
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り

推
進
事
業
の
継
続
事
業
と
考
え

て
よ
い
の
か
。

答
そ
の
と
お
り
で
、
今
後
10
年

間
実
施
さ
れ
る
。

㉄
学
校
給
食
費
で
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
報
酬
が
減
額
と
な

り
、
給
料
と
し
て
新
た
に
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
何
故
か
。

答
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
が
パ

ー
ト
タ
イ
ム
の
時
間
で
業
務
が

終
わ
ら
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
通
年
フ
ル
タ
イ
ム
に

変
更
し
た
た
め
。

㉄
商
工
業
応
援
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
は
商
工
会
加
入
店
全
店
が
対

象
に
な
る
の
か
。

　
ま
た
、
昨
年
の
応
募
は
ど
の

程
度
だ
っ
た
の
か
。

答
商
工
会
会
員
で
町
内
飲
食
店

と
食
料
品
小
売
店
が
対
象
と
な

る
。

　
昨
年
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は

8
百
件
の
総
応
募
数
が
あ
っ
た
。

㉄
経
営
持
続
化
給
付
金
で
商
工

会
員
へ
見
舞
金
を
支
給
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
町
で
商
売
し

て
い
る
全
店
舗
が
対
象
と
な
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
商
工
会
員
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
い
う
商
工
会
の
思
い
も

踏
ま
え
て
制
度
設
計
し
て
い
る
。

㉄
土
木
行
政
職
員
を
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
新
た
に
募
集

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い
ま

ま
で
１
件
も
応
募
が
な
か
っ
た

の
か
。

答
正
職
員
で
の
募
集
を
か
け
て

い
る
が
、
問
い
合
わ
せ
も
な
い
。

　
60
歳
以
上
の
技
術
者
の
力
も

定
例
会

第
６
回
幌
延
町
議
会

主

な

内

容

第６回幌延町議会定例会

一般質問

決算審査特別委員会

まちづくり常任委員会

全員協議会

議会の動き・編集後記

…………………… 9～10

………………………………………10～12

…………………………12～13

…………………………… 14

………………………………………… 14

…………………………… 14

9
月
16
日・17
日
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オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
在
宅

勤
務
の
可
能
性

質
問

町
職
員
が
職
場
で
勤
務

で
き
な
い
状
況
が
あ
っ
た
場
合
、

自
宅
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
業
務
を
行
う
仕
組
み
は
構

築
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
国
も
現
在
、
在
宅
勤
務
を
勧

め
て
い
る
中
、
町
で
実
際
に
検

証
し
、
問
題
点
を
探
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
も
応
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長

在
宅
勤
務
の
仕
組
み
は

構
築
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
業
務
の
可
能
性
調

査
は
、
調
整
と
時
間
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
行
う
べ
き
な
の
か

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
災
害
時
の
対
応
は
幌
延
町
の

場
合
、
職
員
総
出
と
な
る
た
め
、

在
宅
勤
務
は
考
え
て
な
い
。

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
検
証

質
問

胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
、

全
道
規
模
で
停
電
が
発
生
し
た

際
、
電
源
確
保
に
多
大
な
時
間

を
要
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
災
害
の
場
合
、

役
場
は
町
の
司
令
塔
の
役
割
が

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
っ
て
き
た
の
か
。

町
長

可
搬
型
の
非
常
用
発
電

機
や
暖
房
器
具
、
照
明
器
具
な

ど
を
購
入
し
、
備
蓄
品
を
一
層

充
実
さ
せ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
防
災
協
定
に
加

え
、
追
加
で
町
内
事
業
者
と
防

災
協
定
を
締
結
し
、
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
備
え
た
。

　
ま
た
、
出
前
研
修
と
し
て
、

「
災
害
図
上
訓
練
」
を
開
催
し
、

防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。

質
問

各
農
家
に
自
家
発
電
機

が
導
入
さ
れ
、
非
常
用
電
源
接

続
装
置
が
付
い
た
。
し
か
し
、

受
入
先
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
お

い
て
は
、
十
分
な
電
源
確
保
が

無 量 谷　隆
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
在
宅
勤
務
の

可
能
性

・
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
検
証

・
斎
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

地域の課題をとらえて
3 氏が一般質問

借
り
、
土
木
行
政
を
進
め
て
い

く
た
め
、
間
口
を
広
げ
た
。

㉄
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
保
険
証
代
わ
り
に
使
え

る
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
今
回
は
、
転
出
入
時
に
検
診

結
果
の
情
報
を
共
有
す
る
た
め

の
改
修
と
な
る
。
保
険
証
と
し

て
使
え
る
か
は
ど
う
か
は
別
件

だ
が
、
今
後
順
次
移
っ
て
い
く
。

㉄
行
政
報
告
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
状
況
を
追
加
し
て

ほ
し
い
。

答
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
緊
急

的
な
予
防
接
種
の
た
め
、
掲
載

し
て
い
な
い
が
、
定
期
接
種
に

な
れ
ば
、
報
告
す
る
予
定
。

▽
議
案
第
４
号

　
令
和
３
年
度
国
保
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算

　
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の

改
善
及
び
向
上
の
た
め
、
発
熱

者
等
診
察
・
検
査
医
療
機
関
勤

務
改
善
支
援
事
業
の
予
算
を
調

整
す
る
。

▽
議
案
第
５
号

　
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　
保
険
事
業
勘
定
で
、
国
と
道

の
負
担
金
、
補
助
金
に
超
過
交

付
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
返
還

の
た
め
、
１
千
１
百
17
万
９
千

円
増
額
。

　
歳
入
で
は
、
令
和
２
年
度
の

社
会
保
障
診
療
報
酬
支
払
基
金

か
ら
の
交
付
金
に
不
足
が
生
じ

た
た
め
、
84
万
９
千
円
を
新
規

計
上
す
る
。

▽
意
見
書
の
提
出

・
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

・
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会

資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書
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で
き
て
い
な
い
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
を
守

る
う
え
で
、
助
成
金
制
度
で
の

補
助
は
有
効
な
施
策
で
は
な
い

か
。
農
家
の
汗
と
な
る
牛
乳
を

無
く
す
る
こ
と
な
く
受
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

本
町
の
乳
業
メ
ー
カ
ー

は
、
令
和
２
年
度
に
８
百
kw
規

模
の
非
常
用
電
源
設
備
を
設
置

し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
補
助
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

国
が
制
度
化
し
て
お
り
、
非
常

時
の
生
産
体
制
が
構
築
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
今
後
は
、
乳
業
メ
ー

カ
ー
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、

推
移
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

斎
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

質
問

令
和
２
年
９
月
に
、
水

洗
式
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
焼
却
炉
の

大
型
化
の
検
討
を
し
て
は
ど
う

か
と
一
般
質
問
し
た
が
、
経
過

説
明
が
な
い
。

　
火
葬
に
立
ち
会
う
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
待
合
室
ま
で
か
な
り

の
臭
い
が
入
っ
て
来
た
。
排
気

機
能
や
焼
却
炉
本
体
に
問
題
が

発
生
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
斎
場
を
使
用
す
る
方
は
多
数

い
る
の
で
、
早
急
に
対
応
し
て

斎 賀　弘 孝
・
第
６
次
幌
延
町
総
合
計
画
に
つ
い

て
・
気
象
観
測
デ
ー
タ
に
つ
い
て

第
６
次
幌
延
町
総
合
計
画

に
つ
い
て

質
問

第
６
次
幌
延
町
総
合
計

画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
わ
か
り

や
す
い
所
に
掲
載
し
な
い
の
か
。

町
長

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
町

政
情
報
」
に
掲
載
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
わ
か
り
に
く
く
、
検

索
し
に
く
い
と
の
認
識
は
な
か

っ
た
。
今
後
は
多
く
閲
覧
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
検
討
す
る
。

質
問

概
要
版
で
知
り
得
な
い

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
ら

れ
る
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

ど
ん
な
形
で
進
め
ら
れ

る
か
、
担
当
と
打
合
せ
を
し
た

い
。

質
問

総
合
計
画
審
議
会
の
個

別
意
見
は
ど
う
扱
わ
れ
る
の
か
。

町
長

各
種
施
策
推
進
に
あ
た

り
、
事
業
の
具
体
化
や
制
度
設

計
に
お
い
て
配
慮
す
べ
き
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

個
別
意
見
が
出
た
の
で

あ
れ
ば
、
審
議
会
を
通
し
、
具

体
的
な
案
を
出
し
な
が
ら
意
見

交
換
を
し
た
ほ
う
が
、
行
政
執

行
を
し
や
す
い
の
で
は
。

町
長

具
体
的
に
「
こ
れ
だ
っ

た
ら
手
伝
え
る
」
、「
こ
う
い

う
こ
と
を
や
ら
な
い
の
か
」
と

言
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
、
進

み
や
す
い
話
で
は
あ
る
。
し
か

し
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
ず
、

そ
の
よ
う
な
形
が
と
れ
て
い
な

い
。

質
問

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
支

援
す
る
施
策
体
系
は
あ
る
が
、

芸
術
文
化
振
興
の
施
策
体
系
に

は
推
進
、
促
進
、
保
存
、
活
用

し
か
な
い
。
こ
こ
に
支
援
を
入

れ
て
は
ど
う
か
」
と
書
い
て
あ

る
が
、
取
り
扱
い
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。

企
画
政
策
課
長

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
前
期
基
本

計
画
に
は
、
完
成
版
と
し
て
、

事
業
を
追
加
し
て
い
る
。

気
象
観
測
デ
ー
タ
に
つ
い

て質
問

幌
延
町
で
は
、
平
成
元

年
７
月
26
日
に
最
高
気
温
35
・

２
度
を
記
録
し
て
以
降
、
令
和

３
年
同
日
に
35
・
２
度
を
記
録
。

27
日
36
・
４
度
、
28
日
36
・
５

度
を
記
録
し
た
と
問
寒
別
北
大

研
究
林
セ
ン
タ
ー
の
気
象
観
測

か
ら
わ
か
っ
た
。
こ
の
記
録
を

ど
う
後
世
に
引
き
継
ぐ
の
か
。

町
長

幌
延
町
史
や
幌
延
町
情

報
ボ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、
町
の

歴
史
に
お
け
る
特
記
事
項
と
し

て
後
世
に
残
す
べ
き
と
考
え
る
。

質
問

町
民
の
安
全
安
心
の
た

め
の
猛
暑
日
注
意
警
報
が
無
か

っ
た
。
今
後
の
対
処
方
法
は
。

町
長

町
内
に
観
測
所
の
設
置

は
な
く
、
広
大
な
面
積
を
所
有

す
る
本
町
の
特
性
な
ど
を
含
め
、

ど
の
よ
う
に
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
か
な
ど
、
関
係

機
関
と
も
相
談
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質
問

新
た
な
気
象
情
報
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長

本
町
は
気
象
庁
の
整
備

基
準
エ
リ
ア
に
は
入
っ
て
お
ら

ず
、
自
前
で
シ
ス
テ
ム
を
整
備

す
る
に
は
、
相
当
の
費
用
が
必

要
と
な
る
。
費
用
対
効
果
を
考

慮
し
た
場
合
、
す
ぐ
に
導
入
判

断
で
き
る
状
況
に
な
く
、
時
間

を
か
け
て
調
査
す
る
べ
き
と
の

考
え
で
あ
り
、
公
設
、
民
設
の

可
能
性
を
含
め
、
情
報
収
集
に

努
め
る
。

質
問

平
成
８
年
に
町
で
は
、

気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

て
い
た
が
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
長

当
時
の
年
額
費
用
は
、

ほ
し
い
。

町
長

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
多

目
的
ト
イ
レ
の
設
置
だ
け
で
も

実
施
設
計
や
改
修
工
事
費
を
合

わ
せ
る
と
、
相
当
な
金
額
に
な

る
。
こ
れ
に
加
え
て
焼
却
炉
の

大
型
化
、
換
気
設
備
の
増
強
を

含
め
る
と
、
大
規
模
な
改
修
工

事
と
な
り
、
現
在
も
検
討
中
で

あ
る
。

　
臭
気
の
件
は
、
専
門
業
者
に

よ
り
、
設
備
的
な
欠
陥
は
な
い

と
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、
控

室
で
の
臭
気
を
低
減
で
き
る
よ

う
、
二
重
扉
で
の
対
応
を
検
討

し
た
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

質
問

町
職
員
が
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
出
張
が
許
可
に
な
ら

な
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、

も
し
、
命
令
を
不
服
だ
と
表
明

し
た
ら
何
か
罰
則
は
あ
る
の
か
。

町
長

前
提
と
し
て
、
出
張
が

許
可
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
各
担
当
課
に
お
い
て
、

そ
の
出
張
の
重
要
性
や
必
要
性

を
そ
れ
ぞ
れ
で
考
え
て
判
断
し

て
い
る
。
ま
た
、
不
満
を
述
べ

た
と
し
て
も
、
特
に
罰
則
を
受

け
る
こ
と
は
な
い
。

一
般
会
計
（
歳
出
）

《
総
務
費
》

斎
賀
委
員
集
落
支
援
活
動
運

営
事
業
の
委
託
料
が
決
算
さ
れ

て
い
な
い
が
、
ど
う
な
っ
た
の

か
。
ま
た
、
使
用
料
の
70
万
円

や
一
般
備
品
の
３
百
47
万
８
千

円
の
内
容
は
。

山
下
主
幹
委
託
料
は
協
力
隊

員
を
採
用
す
る
た
め
の
経
費
だ

っ
た
が
、
実
績
が
な
く
、
執
行

は
な
い
。

　
使
用
料
は
、
協
力
隊
事
務
所

の
事
務
用
品
で
、
パ
ソ
コ
ン
、

事
務
機
器
を
リ
ー
ス
し
て
い
る
。

　
一
般
備
品
は
、
問
寒
別
で
の

協
力
隊
活
動
用
車
両
の
車
庫
や

パ
ソ
コ
ン
、
映
像
機
器
を
整
備

し
て
い
る
。

斎
賀
委
員
地
域
お
こ
し
協
力

隊
運
営
事
業
の
委
託
内
容
は
。

山
下
主
幹
無
人
駅
２
駅
が
廃

止
に
な
っ
た
た
め
、
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
と
、
さ
よ
う
な
ら
セ

レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
た
。
メ
モ

リ
ア
ル
企
画
で
は
、
ゲ
ス
ト
を

招
き
、
委
託
料
で
対
応
し
た
。

斎
賀
委
員
バ
イ
オ
ガ
ス
事
業

検
討
支
援
業
務
４
百
万
４
千
円
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
何
を
作
り
、

何
が
残
っ
た
の
か
。

令和２年度　決算を認定
　無量谷　隆氏を決算審査特別委員長に選任し、２日間の審査の結果、原案どおり認定されました。
　一般会計・特別会計の決算額については、10月号の「ほろのべの窓」でお知らせしておりますので、
質疑応答について掲載します。

高 橋　秀 明
・
診
療
所
の
木
曜
休
診
に
つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

診
療
所
の
木
曜
休
診
に
つ

い
て

質
問

医
師
の
多
忙
さ
か
ら
、

木
曜
午
後
を
休
診
と
し
た
こ
と

は
手
法
と
し
て
は
わ
か
る
が
、

安
易
な
方
法
だ
っ
た
と
思
う
。

な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。

町
長

医
師
は
、
通
常
診
療
業

務
の
他
に
、
健
康
診
断
の
実
施

や
主
治
医
意
見
書
等
の
書
類
作

成
、
こ
ざ
く
ら
荘
や
北
星
園
の

施
設
へ
の
往
診
、
24
時
間
救
急

医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の

夜
間
宿
直
業
務
な
ど
年
々
多
様

化
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
業
務

を
現
行
時
間
内
に
処
理
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
判
断
し
た
こ
と

か
ら
、
外
来
患
者
が
比
較
的
少

な
い
木
曜
の
午
後
を
休
診
し
、

医
師
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

と
し
た
。
な
お
、
救
急
患
者
に

つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
年
中

無
休
24
時
間
体
制
で
受
入
れ
し

て
い
る
。

質
問

病
院
と
診
療
所
の
大
き

な
違
い
は
何
か
。

副
町
長

入
院
病
床
が
19
床
以

下
に
な
る
と
診
療
所
扱
い
と
な

り
、
常
勤
医
師
が
１
名
い
れ
ば

良
い
と
い
う
基
準
が
あ
る
。

質
問

例
え
ば
外
科
医
を
１
名

増
や
す
な
ど
す
れ
ば
、
１
人
当

た
り
の
負
担
が
減
る
と
思
う
が
。

副
町
長

以
前
に
も
経
営
改
革

案
で
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、

常
勤
医
が
２
名
と
な
る
と
退
職

さ
れ
た
場
合
の
医
師
確
保
な
ど

リ
ス
ク
も
あ
る
。
そ
れ
よ
り
は

継
続
的
に
派
遣
医
師
を
受
け
入

れ
る
方
が
、
医
療
提
供
が
安
定

す
る
と
考
え
て
お
り
、
現
在
の

体
制
と
な
っ
て
い
る
。

１
千
２
百
万
円
で
あ
り
、
１
日

13
件
の
利
用
だ
っ
た
。
こ
れ
で

は
費
用
対
効
果
と
し
て
認
め
ら

れ
な
い
た
め
に
外
し
た
と
い
う

記
録
が
残
っ
て
い
る
。

国保診療所
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梶
係
長
こ
れ
ま
で
の
個
別
型

で
自
家
消
費
し
て
い
く
モ
デ
ル

の
デ
ー
タ
は
揃
っ
て
き
た
が
、

そ
ん
な
中
、
ノ
ー
フ
ァ
ー
ム
型

接
続
で
売
電
の
目
が
出
て
き
た

た
め
、
情
報
提
供
も
含
め
、
個

別
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、

農
家
数
件
と
座
談
会
や
懇
談
会

等
を
実
施
し
た
。

高
橋
秀
之
委
員
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
事
業
の
手
数
料
２

百
20
万
と
あ
り
、
事
業
が
終
わ

っ
て
か
ら
約
半
年
以
上
経
つ
が
、

調
査
結
果
の
報
告
は
な
い
の
か
。

山
下
主
幹
報
告
書
は
も
ら
っ

て
い
る
が
、
対
外
的
に
公
表
す

る
よ
り
、
内
部
的
な
資
料
と
し

て
今
後
、
集
落
支
援
事
業
の
展

開
、
基
本
構
想
を
策
定
す
る
た

め
の
材
料
と
す
る
。

《
農
林
水
産
業
費
》

西
澤
委
員
問
寒
別
地
区
、
上

幌
延
開
進
地
区
の
農
業
用
水
道

の
工
事
完
了
予
定
は
。

山
本
課
長
問
寒
別
地
区
は
令

和
５
年
度
、
上
幌
延
開
進
地
区

は
令
和
４
年
度
を
予
定
し
て
い

る
。

《
教
育
費
》

斎
賀
委
員
教
育
振
興
費
で
各

小
中
学
校
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る

中
で
、
通
信
設
備
が
な
い
家
庭

に
は
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
を
設
置

す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
設
置

状
況
は
。

田
村
主
幹
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー

は
、
予
定
通
り
30
台
購
入
し
て

い
る
。
令
和
２
年
度
は
使
用
し

て
お
ら
ず
、
利
用
料
金
の
発
生

は
な
い
。

高
橋
秀
明
委
員
金
田
心
象
書

道
美
術
館
の
開
館
日
数
及
び
入

館
者
数
は
。

戸
川
主
幹
令
和
２
年
度
の
開

館
日
数
は
２
百
70
日
。
有
料
の

利
用
は
98
名
。
無
料
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
展
、
カ
フ
ェ
等
の
利
用
は

５
百
36
名
で
、
合
計
６
百
34
名
。

斎
賀
委
員
金
田
心
象
書
道
美

術
館
で
作
成
し
た
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
の
売
上
枚
数
、
在
庫
状
況

は
。

戸
川
主
幹
令
和
２
年
度
の
売

上
は
な
い
。
在
庫
は
２
千
６
百

71
枚
。一

般
会
計
（
総
括
）

高
橋
秀
明
委
員
学
校
給
食
に

地
元
食
材
を
利
用
で
き
な
い
か
。

木
澤
教
育
長
本
町
で
も
行
っ

て
い
る
が
、
報
道
さ
れ
る
ほ
ど

の
扱
い
は
さ
れ
て
な
い
。

野
々
村
町
長
地
元
産
で
使
え

る
食
材
が
あ
れ
ば
１
番
良
い
が
、

連
続
し
て
出
せ
る
食
材
が
な
い

の
が
現
状
。

斎
賀
委
員
い
じ
め
や
よ
り
よ

い
学
校
生
活
、
友
達
づ
く
り
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
る
が
、
対
策
を
取
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
案
件
は
あ
っ
た

の
か
。

木
澤
教
育
長
大
き
な
問
題
に

な
る
よ
う
な
案
件
は
な
か
っ
た
。

斎
賀
委
員
幌
延
と
問
寒
別
の

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
本
の
取

り
扱
い
は
。

戸
川
主
幹
ほ
と
ん
ど
の
図
書

は
登
録
を
し
て
、
蔵
書
と
し
て

扱
い
、
貸
出
を
し
て
い
る
。

西
澤
委
員
農
業
用
水
道
が
完

成
し
た
と
き
の
料
金
設
定
は
。

野
々
村
町
長
こ
れ
か
ら
協
議

す
る
。
現
在
は
資
料
を
収
集
し

て
い
る
段
階
。

斎
賀
委
員
問
寒
別
地
区
を
初

め
と
す
る
集
落
支
援
対
策
事
業

の
状
況
は
。

野
々
村
町
長
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
思
う
よ
う
な

活
動
が
で
き
て
い
な
い
。

佐
藤
委
員
離
農
等
で
の
農
家

減
少
対
策
、
花
嫁
対
策
に
関
す

る
町
の
考
え
は
。

野
々
村
町
長
経
済
団
体
と
相

談
し
、
担
当
課
と
も
話
を
し
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

佐
藤
委
員
将
来
に
備
え
て
積

み
上
げ
た
基
金
の
使
い
道
は
。

野
々
村
町
長
ま
ず
は
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
優
先
す
る
が
、
必
要

な
時
に
は
大
き
く
組
み
込
む
こ

と
も
考
え
て
い
る
。

高
橋
秀
之
委
員
令
和
２
年
度

の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
の
利
用
は
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
例
年
利
用
が
無
い
が
、

引
き
続
き
予
算
化
し
て
い
く
の

か
。

伊
藤
主
幹
利
用
は
な
い
。
今

後
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

高
橋
秀
之
委
員
宗
谷
教
育
局

で
始
め
た
宗
谷
サ
ポ
ー
ト
の
効

果
は
。

木
澤
教
育
長
今
年
度
か
ら
名

称
が
変
わ
り
、
学
力
保
障
会
議

が
設
立
さ
れ
た
。

　
総
括
目
標
と
し
て
、
学
力
テ

ス
ト
、
全
国
よ
り
も
プ
ラ
ス
10

を
掲
げ
て
い
る
が
、
宗
谷
管
内

の
数
値
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

特
別
会
計

《
国
民
健
康
保
険
》

斎
賀
委
員
特
定
健
康
診
断
の

資
料
の
中
に
「
特
定
健
診
を
受

け
な
い
と
保
険
料
、
税
が
上
が

る
こ
と
が
あ
る
」
と
あ
る
が
、

幌
延
町
で
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

長
山
慎
吾
係
長
額
を
上
げ
る

措
置
は
行
っ
て
い
な
い
。

《
国
民
健
康
保
険
診
療
所
》

高
橋
秀
之
委
員
医
師
業
務
強

化
費
謝
礼
55
万
円
の
内
容
は
。

岩
川
副
町
長
釧
路
考
仁
会
病

院
に
支
払
う
謝
礼
で
、
医
師
の

派
遣
出
向
に
伴
う
も
の
。

《
簡
易
水
道
》

西
澤
委
員
老
朽
化
し
て
い
る

配
水
管
の
取
替
及
び
水
源
地
の

施
設
改
修
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

宮
下
係
長
老
朽
化
し
た
配
水

管
は
10
年
程
度
の
ス
パ
ン
で
更

新
。

　
配
水
地
は
、
計
画
的
に
修
繕

を
行
い
た
い
。
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第
５
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
９
月
３
日

○
調
査
事
項
（
抜
粋
）

▽
令
和
２
年
度
教
育
事
務
の
管

理
及
び
執
行
の
状
況
に
係
る
点

検
評
価

　

外
部
評
価
会
議
で
は
、「
教

員
の
加
配
や
支
援
員
の
配
置
、

外
部
講
師
委
託
は
継
続
す
る
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
学
校
の
対
策
の
加

え
、
こ
れ
ま
で
定
着
し
て
き
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
て
推
進

す
る
こ
と
」
、「
事
業
の
執
行

方
針
・
内
容
、
点
検
・
評
価
と

課
題
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
ま

っ
て
い
て
わ
か
り
や
す
い
。
方

向
性
も
ほ
と
ん
ど
が
継
続
な
の

で
、
各
種
事
業
が
目
標
に
向
け

て
、
尚
一
層
推
進
さ
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
」
と
の
意
見
を

頂
戴
し
た
。

㉄
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対

策
は
、
管
内
統
一
さ
れ
た
中
で

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
文
科
省
、
道
教
委
、
宗
谷
教

育
局
と
各
部
署
か
ら
統
一
し
て

通
知
が
来
て
お
り
、
各
教
育
委

員
会
と
学
校
は
、
そ
の
通
知
に

基
づ
き
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

㉄
学
校
に
よ
っ
て
感
染
症
予
防

対
策
が
違
う
の
で
は
な
い
か
。

答
町
の
感
染
状
況
に
応
じ
た
対

応
や
、
学
校
の
設
備
等
も
違
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
工
夫
し
な

が
ら
実
施
し
て
い
る
。

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況

　
本
年
４
月
下
旬
か
ら
医
療
従

事
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始

し
、
８
月
26
日
に
一
般
も
含
め

た
２
回
目
の
接
種
を
終
了
し
た
。

　
本
町
住
民
の
２
回
目
接
種
済

み
者
数
は
１
千
７
百
62
名
で
、

接
種
率
86
・
29
％
と
な
っ
て
い

る
。
他
町
村
で
接
種
し
て
い
る

方
も
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の

接
種
率
は
９
割
近
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
住
居
地
外
接
種
も
行

い
、
１
回
目
、
２
回
目
を
合
わ

せ
て
延
５
百
１
人
に
接
種
を
実

施
し
た
。

第
３
回
・
第
４
回

全
員
協
議
会

７
月
19
日
・
９
月
３
日

　
長
期
間
議
会
活
動
が
で
き
な

い
場
合
、
議
員
報
酬
等
の
一
部

を
減
額
す
る
制
度
に
つ
い
て
、

幌
延
町
議
会
も
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
病
気
療
養
し

て
い
た
議
員
が
誹
謗
中
傷
を
受

け
た
と
い
う
こ
と
で
、
稚
内
市

議
会
に
お
い
て
、
先
進
地
の
事

例
を
研
究
し
、
全
会
一
致
で
議

決
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

（
１
）
議
会
活
動
が
で
き
な
い

期
間
の
定
め
は
、
議
会
の
会
議

（
事
業
）
の
欠
席
を
始
め
た
日

か
ら
起
算
し
て
、
そ
の
日
以
後

に
お
い
て
、
最
初
に
会
議
（
事

業
）
に
出
席
し
た
日
の
前
日
ま

で
の
期
間
。

例
▼
Ａ
議
員
が
８
月
１
日
か
ら

入
院
し
た
場
合
、
入
院
し
た
後
、

９
月
１
日
に
最
初
の
議
会
が
あ

っ
た
場
合
、
９
月
１
日
を
欠
席

の
始
め
た
日
と
す
る
。

（
２
）
欠
席
か
ら
除
か
れ
る
事

由
と
し
て
、
①
公
務
災
害
②
感

染
症
③
出
産
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
由
。
と
す
る

（
３
）
議
員
報
酬
の
率
は
、
議

編
集
委
員
長　
西
澤　
裕
之

副
編
集
委
員
長　
無
量
谷　
隆

編
集
委
員　
高
橋　
秀
明

佐
藤　
忠
志

編 

集 

後 

記

　
「
今
年
の
冬
は
寒
く
な
る
」

そ
ん
な
噂
が
さ
さ
や
か
れ
て

い
る
。

　
気
象
庁
が
発
表
し
た
３
ヵ

月
予
想
で
は
、
ラ
ニ
ー
ニ
ャ

現
象
が
発
生
し
、
寒
気
が
流

れ
込
み
や
す
く
な
り
、
日
本

海
側
で
は
大
雪
に
な
る
こ
と

が
あ
る
と
発
表
さ
れ
た
。

　
北
海
道
の
気
温
は
平
年
並

み
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
近

年
の
異
常
気
象
は
予
想
を
裏

切
る
こ
と
が
多
い
。
昨
年
の

積
雪
量
は
少
な
く
、
一
昨
年

は
多
す
ぎ
た
。

　
暖
冬
だ
と
雪
か
き
は
楽
だ

が
、
こ
ど
も
達
の
雪
だ
る
ま

作
り
や
ス
キ
ー
授
業
な
ど
、

冬
な
ら
で
は
の
楽
し
む
機
会

が
減
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、

野
生
動
物
に
よ
る
越
冬
野
菜

の
食
害
や
農
業
用
水
不
足
な

ど
、
農
家
へ
の
被
害
が
懸
念

さ
れ
る
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
今
年
の

冬
に
向
け
て
早
め
に
備
え
て

お
き
た
い
。

会
活
動
が
出
来
な
い
期
間
が
①

90
日
を
超
え
る
場
合
20
％
減
②

１
百
80
日
を
超
え
る
場
合
は
30

％
減
③
１
年
を
超
え
る
場
合
は

50
％
減
と
す
る
。

（
４
）
期
末
手
当
の
支
給
率
は
、

基
準
日
（
６
月
１
日
、
12
月
１

日
）
に
お
い
て
活
動
で
き
て
い

な
い
場
合
、
①
１
百
80
日
を
超

え
る
場
合
は
50
％
減
②
１
年
を

超
え
る
場
合
は
70
％
減
と
す
る
。

　
条
例
の
上
程
は
３
月
議
会
と

し
、
施
行
は
令
和
４
年
４
月
１

日
と
す
る
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
疑
問
や
質

問
、
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
議
員
ま
た
は
議

会
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
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　皆さんこんにちは、地域おこし協力隊の貞廣です。
　少し前の話になりますが、10月16日に幌延町教育委員会社会教育グループ主催の
ふるさと自然体験チャレンジ教室「秋の渡り鳥観察会」が行なわれました。私はス
タッフとして参加し、講師である冨士元 寿彦 氏（幌延町生涯学習アドバイザー）か
らガイド方法を、日本野鳥の会（道北支部）の方からは野鳥のことなどについて多
くのことを学ばせていただきました。

　下沼地区の牧草地とパンケ沼園地の2ヶ所を観察し、この日見ることができたのはタンチョウの
親子、オオヒシクイ、ヒシクイ、カリガネ、マガン、ハクガン、ダイサギ、カンムリカイツブリ、

スズガモの9種類！（もっと居たかもしれません）
参加者である子どもたちは双眼鏡で野鳥を観察し、
講師の冨士元氏や野鳥の会の方に積極的に質問をし
ていたのが印象的でした。
　ふるさと自然体験チャレンジ教室は幌延の豊かな
自然を生かし、四季を通じて自然と触れ合い、さま
ざまな人と交流しながら地域を知り、見つめ直す機
会として年間を通じて開催されていますので、参加
してみてはいかがでしょうか？

協力隊おこし域地 通信
VOL.72

お問い合わせ先
（観光振興）企画政策課 企画政策グループ  
　　　　　　電話 ５-1114　告知端末機 ５-8814
（集落支援）地域おこし協力隊問寒別事務所「ほっと」 
　　　　　　電話・告知端末機 9-7367

観光振興担当　貞廣拓哉隊員

　東京オリンピックの熱狂がだいぶ前の
ことに感じる今日この頃、問寒別で迎える
2度目の冬がやってきました。灯油の高騰
がじわじわとお財布を攻撃してきます。
　今回は10月末のハロウィンのお話です。
気づけば季節の催しとしてすっかり定着

したハロウィンですが、市場規模ではバレンタインと同等
の規模にもなっているそうです。
　ここ問寒別でもハロウィンならではの光景がありました。協力隊事務所と併
設する「問寒別駅前食堂ドゥモンド」さんでジャンボカボチャの重量当てクイ
ズが実施されていました。
　問寒別では例年、地元の酪農家の荒さんが育てたジャンボカボチャやおもち
ゃかぼちゃを子どもたちに配り、ジャックオーランタン作りのワークショップ
が開催されます。また、保育所やお店などで飾られ短い秋を彩っています。そ
の年一番大きく育ったかぼちゃはドゥモンド店頭に展示され、重量予想投票が
行われました。
　昨年は畑からの搬出や展示するのも人力でどうにかなりましが、今年は重機
がないとびくともしない重さで、いったい何㎏あるのだろうと期待が高まりました。
　計測の結果、今年1番大きく育ったかぼちゃは146㎏と昨年の重量の倍の大物でした。
　投票いただいた中よりピタリ賞、ニアピン賞としておなじみのドゥモンドたい焼きがプレゼント
されました。

集落支援担当　中井正幸隊員
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インフォメーション情報

開催月日 開催場所 初回更新者
講習(2時間)

優良運転者
講習(30分)

普通運転者
講習(1時間)

違反運転者
講習(2時間)

12月４日 (土) 豊富町定住支援センター「ふらっときた」 13：00～ 14：00～ 15：30～
12月7日 火) 天塩町社会福祉会館 13：00～
12月11日 (土) 遠別町生涯学習センター「マナピィ21」 13：00～
１月11日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～
１月12日 (水) 幌延町消防署２階 18：30～
１月15日 (土) 遠別町生涯学習センター「マナピィ21」 13：00～

12、1月の運転免許更新時講習のお知らせ

通行規制区間への進入の危険性について
　冬に吹雪で見通しのきかない道路では通行止めの規制が実施されます。
　通行止め区間へ脇道から進入すると、吹きだまりに衝突したり、車両
がスタックし孤立するなど、命にかかわる重大な事故に繋がる恐れがあ
ります。
　大変危険ですので、指定された迂回路のご利用をお願いします。

稚内労働基準監督署
移転のお知らせ

【道道に関するお問い合わせ】
　北海道宗谷総合振興局稚内建設管理部維持管理課　電話 0162-33-3727
 【町道に関するお問い合わせ】
　役場建設管理課管理グループ　電話 ５-1116
　通行規制情報：https://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/RoadInfo/index.htm

　令和３年12月20日（月）から、稚内労
働基準監督署が下記の住所へ移転いたし
ます。移転に伴い電話番号、ＦＡＸ番号
も変更となります。
【移転先】
　〒097-0001
　　稚内市末広５丁目６番1号
　　稚内地方合同庁舎３階
　　電　話：0162-73-0777
　　ＦＡＸ：0162-33-1321

年末年始の公共機関等休業  12/30（木）～1/6（木）
機関・施設名 12/30

（木）
12/31
（金）

１/１
（土）

１/２
（日）

１/３
（月）

１/４
（火）

１/５
（水）

１/6
（木）

役　　　　場
問寒別出張所
認定こども園

問寒別へき地保育所
農村環境改善センター

(保健センター)
幌延町産業・地域振興センター

　（ホロカル臨時店舗）　
患者輸送車

休 休 休 休 休 休

幌延町生涯学習センター
問寒別生涯学習センター

総合体育館
幌延町移住情報PR支援センター

（ホロカル）
問寒別地域交通車両

休 休 休 休 休 休 休 休

金田心象書道美術館
町立歯科診療所
スクールバス

（幌延地区・問寒別地区）　
休 休 休 休 休 休 休

東ヶ丘スキー場
ごみ・し尿収集業務 休 休 休 休

国民健康保険診療所 午前
診療 休 休 休 休 休 休 午前

診療
老人福祉センター

（公衆浴場） 休 休 休

※1　町民乗車票の販売は、12月30日（木）は午前9時から午後2時まで、1月6日（木）
は午前9時から午後4時までです。

※2　町民乗車票の販売は、年明け1月7日（金）からです。
※３　運行は毎週月・水・金曜日で、年内は12月29日（水）まで、年明けは1月7日（金）

からです。
※4　12月29日（水）午後から休業します。
※５　1月6日（木）の運行は、問寒別地区のみです。
※6　事務業務については、1月6日（木）から開始します。
※7　休診日でも救急患者を受け付けします。
※8　12月31日（金）の営業は、午後1時から午後6時まで（最終受付は午後５時）です。

※1

※2
※３

※4

※５

※6

※7

※8

｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜20212021  12月号  …　16 …　16



インフォメーション情報

気 象 台 一 口 メ モ

　北海道ではこれから本格的な冬を迎えますが、過去には
暴風雪による死者や車の立ち往生、交通機関への影響など
が度々発生しており、宗谷管内でも今年1月の暴風雪で大
学入学共通テストが延期、道路の通行止めや交通機関が運
休などになりました。
　気象台では、猛吹雪や吹き溜まりによる交通障害、暴風
による重大な災害が予想される場合には５日前から「早期
注意情報（警報級の可能性）」を、2日程度前から「暴風雪
に関する気象情報」を、３～6時間程度前から「暴風雪警報」
を発表して警戒を呼び掛けます。特に「数年に一度の猛ふ
ぶき」という言葉があった場合には厳重な警戒が必要です。
さて、今回は解析積雪深・解析降雪量を紹介致します。こ
れらにより、アメダスによる観測が行われていない地域を
含めた1時間ごとの積雪・降雪の面的な状況（５km四方）
についておおまかな分布状況を把握することができます。
　気象庁ホームページ「現在の雪」では、これら解析積雪
深・解析降雪量と一緒に道路などと重ね合わせて表示する
ことができるため、除雪・交通プラン策定にもお役立てく
ださい。

お問い合わせ先：稚内地方気象台　電話 0162-23-2679

暴風雪と積雪・降雪の分布状況暴風雪と積雪・降雪の分布状況

＝12月は“町税等の徴収強化月間”です！＝
　町は、12月を「町税等徴収強化月間」と定め、町税（道町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）
および使用料（介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、町営住宅料、水道料、下水道料、医療費）な
どの徴収強化に取り組みます。
【徴収強化の取組】
●納付相談
　町税や使用料などを納期内に納めることが難し
い方の相談を随時受け付けていますので、ご相談
ください。
●催告と訪問徴収
  納期を過ぎても納付されていない方には、文書
・電話による催告、自宅や勤務先へ訪問します。
●滞納処分などの強化
  町税や使用料などの滞納者で、完納に向けた納
付意思が認められない方、納付誓約を守らない方
などに対し、勤務先への給与調査、官公署や金融
機関への財産調査などを実施し、差し押さえなど
の滞納処分を行います。

【納付書をご確認ください】
　お手元の納付書などをご確認いただき、まだ納付さ
れていない町税や使用料などがありましたら、お早め
に納付ください。
　なお、納付書が見当たらない場合は、役場までお越
しいただくか、電話でお問い合わせください。

【便利で確実な口座振替をご利用ください】
　口座振替は、預金口座から町税や使用料などが各納
期限に合わせて自動的に引き落とされますので、日中
お忙しい方や不在がちな方に大変便利です。
  口座振替を希望される方は、預金通帳と通帳使用印
をご持参のうえ、町内の金融機関でお申し込みくださ
い。

   電話 告知端末機
・町税、後期高齢者医療保険料 住民生活課 ５－1112 ５－8812
・介護保険料 保健福祉課 福祉グループ ５－1113 ５－8813
・町営住宅料、水道料、下水道料 建設管理課 管理グループ ５－1116 ５－8816
・保育料 認定こども園 ５－12５4 電話と同じ
・医療費 幌延町国民健康保険診療所 ５－1221 電話と同じ

納付に関する相談は随時受け付けておりますので、お早めにご相談ください。
お問い合わせ先

みんなチェック！
北海道の最低賃金

　北海道内の事業場で働くすべての労働
者（会社員、パート、アルバイトの方、
学生など働くすべての人）およびその使
用者に適用される北海道最低賃金が令和
３年10月１日から改定されています。

時間額　８８９　円
○最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、
家族手当、臨時に支払われる賃金およ
び時間外等割増賃金は算入されません。

○特定の産業（「処理牛乳・乳飲料・乳
製品・糖類製造業」、「鉄鋼業」、「電
子部品・デバイス・電子回路・電気機
械器具・情報通信機械器具製造業」、「船
舶製造・修理業・船体ブロック製造業」）
で働く方には、北海道の特定（産業別）
最低賃金が適用されます。

お問い合わせ先
厚生労働省北海道労働局
労働基準部 賃金室  電話 011-709-2311
稚内労働基準監督署  電話 0162-23-3833
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まちの話題
町営草地の退牧

　10月18日に問寒別団地で、21日に南沢団
地で計383頭の退牧作業が行われました。入
牧の頃とは見違えるほど逞しくなった牛たち
は、トラックに乗ってふるさとの牧場へ帰っ
ていきました。

10月18日㈪・21日㈭

ふるさと自然体験チャレンジ教室「秋の渡り鳥観察会」
　 1 0 月 1 6 日 に 下 沼 地 区
で、社会教育事業 ふるさと
自然体験チャレンジ教室
「秋の渡り鳥観察会」が行
われました。講師である幌
延町生涯学習アドバイザー
の冨士元氏や日本野鳥の会
の方々の指導のもと、約９
種類もの野鳥を見ることが
できました。参加した児童
や保護者の方々は双眼鏡で
たくさんの野鳥を観察し、
子どもから大人まで楽しめ
るチャレンジ教室になりま
した。

10月16日㈯

秋の全道火災予防運動
　10月15日～31日の秋の全
道火災予防運動に併せ、北留
萌消防組合幌延支署が10月15
日に幌延と問寒別地区で防火
パレードを、幌延町女性防火
クラブが25日に町内で啓発物
を配り、火の用心を呼びかけ
ました。

10月15日㈮～25日㈪

ふるさと自然体験
チャレンジ教室「染物体験」

　11月３日に問寒別小中学校体
育館で、ふるさと自然体験チャレ
ンジ教室「染物体験」が行われま
した。参加した児童と保護者たち
は初めて挑戦する染物に苦戦して
いましたが、協力し合い、和気あ
いあいとそれぞれオリジナルの染
物を作っていました。

11月3日㈬

幌延中学校第75回学校祭
舞踊部門（花城）

はなぐすく いえだつしゃらく
集団表現部門（BTS PREMISSION TO DANCE） 演劇部門（探偵 家達写楽）

10月23日㈯
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まちの話題
町営草地の退牧

　10月18日に問寒別団地で、21日に南沢団
地で計383頭の退牧作業が行われました。入
牧の頃とは見違えるほど逞しくなった牛たち
は、トラックに乗ってふるさとの牧場へ帰っ
ていきました。

10月18日㈪・21日㈭

ふるさと自然体験チャレンジ教室「秋の渡り鳥観察会」
　 1 0 月 1 6 日 に 下 沼 地 区
で、社会教育事業 ふるさと
自然体験チャレンジ教室
「秋の渡り鳥観察会」が行
われました。講師である幌
延町生涯学習アドバイザー
の冨士元氏や日本野鳥の会
の方々の指導のもと、約９
種類もの野鳥を見ることが
できました。参加した児童
や保護者の方々は双眼鏡で
たくさんの野鳥を観察し、
子どもから大人まで楽しめ
るチャレンジ教室になりま
した。

10月16日㈯

秋の全道火災予防運動
　10月15日～31日の秋の全
道火災予防運動に併せ、北留
萌消防組合幌延支署が10月15
日に幌延と問寒別地区で防火
パレードを、幌延町女性防火
クラブが25日に町内で啓発物
を配り、火の用心を呼びかけ
ました。

10月15日㈮～25日㈪

ふるさと自然体験
チャレンジ教室「染物体験」

　11月３日に問寒別小中学校体
育館で、ふるさと自然体験チャレ
ンジ教室「染物体験」が行われま
した。参加した児童と保護者たち
は初めて挑戦する染物に苦戦して
いましたが、協力し合い、和気あ
いあいとそれぞれオリジナルの染
物を作っていました。

11月3日㈬

幌延中学校第75回学校祭
舞踊部門（花城）

はなぐすく いえだつしゃらく
集団表現部門（BTS PREMISSION TO DANCE） 演劇部門（探偵 家達写楽）

10月23日㈯
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ね ん き ん 通 信

年金制度についての詳しい内容は、日本年金機構
のサイトでご確認いただけます。

国民年金と厚生年金の仕組み
　日本の公的年金には、20歳から60歳未満の全ての国民が加入する「国
民年金」（基礎年金）と、会社員や公務員などが加入する「厚生年金」が
あります。

　日本の公的年金制度では、働き方や暮らし方に応じた制度に加入することになります。
　加入する年金や保険料は以下のとおりです。

・・日本の公的年金は二階建て・・

ライフスタイルによって変わる年金

一階部分

二階部分
会社員、公務員が加入

厚生年金

日本に住んでいる20歳以上のすべての人が加入

国民年金（基礎年金）

国　民　年　金

第３号被保険者

専業主婦など
　保険料の負担はあ
りません。（第２号被
保険者全体で負担し
ます）

第１号被保険者

自営業、学生、働いて
いない人など
　保険料納付月額
　１６,６１０円

（Ｒ３年度）

年金受給額（基礎年金）
６５歳から
月約６５,０００円
（Ｒ３年度）（満額支給の場合）

　国民年金は、保険料を納めた期間などに
応じて計算された年金を受け取ることがで
きます。

厚　生　年　金

　　　第２号被保険者

公務員、会社員など
　保険料は収入に応じて変わります。（国民
年金保険料は厚生年金保険料に含まれます）

年金受給額（基礎年金＋厚生年金）
６５歳から
　　月約１４８,０００円
　　　　（Ｈ３０年度末平均）

　厚生年金は、保険料を納めていた期間と、
働いていた時の給料に応じて計算された年
金を国民年金に上乗せして受け取ることが
できます。

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話 0162-32-1941
　　　　　　　　住民生活課 住民グループ　電話 ５-1112　告知端末機 ５-8812

みんなで学ぼう！　公的年金　vol.4
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ね ん き ん 通 信町民くらしのカレンダー
注：保セ＝保健センター／子セ＝子育て支援センター
　 生セ＝幌延町生涯学習センター／東ス＝東ヶ丘スキー場
　 問セ＝問寒別生涯学習センター／総体＝総合体育館
　 上セ＝上幌延生活改善センター
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12月
１ 水

２ 木 すくすく健診 13:00～（保セ）

３ 金 幌延にこにこ教室 9:30～（保セ）

４ 土 運動能力テスト／子ども運動教室（予定）
 10：00～12：00（総体）

５ 日

６ 月 【心療内科・精神科診療日】

７ 火 2歳健康相談 10:00～（保セ）
運動教室Re:Body 19:00～（保セ）

８ 水 わくわくひろば（つぼみ） 10：30～11：30
 （子セ）

９ 木 はつらつ教室 9：45～（保セ）

10 金
【問寒別出張診療日】
わくわくひろば（めばえ・わかば）
  10：30～11：30（子セ）

11 土

12 日

13 月 マタニティエクササイズ 10:30～（保セ）

14 火 おてがるクッキング 10:30～（保セ）

15 水 問寒別にこにこ教室 10:00～（問セ）

16 木

17 金 ５歳健康相談 13:00～（保セ）

18 土

19 日

20 月 【心療内科・精神科診療日】
英会話教室 19：00～20：30（生セ）

21 火
運動教室Re:Body 19：00～（保セ）
子育て講座 10：30～11：30（子セ）
読書企画展 1/31まで（生セ）

22 水 親子サロン 10：30～11：30（子セ）

23 木 はつらつ教室 9：45～（保セ）

24 金
各学校終業式
まちいちカフェ 9:45～（保セ）
東ヶ丘スキー場オープン（予定）

25 土
各学校冬季休業（1月13日まで）
低学年スキー教室／子ども運動教室（予定）
 18：30～19：30（東ス）

26 日

27 月

28 火 こども料理教室 10:00～（保セ）

29 水

30 木 役場御用納め

31 金 大晦日

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す
10月

戸
　
籍
　
の
　
窓
10月

21　… 21　… 12月号   20212021｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜
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広報へのご意見、ご要望をお寄せください

ほ
ろ
の
べ
の

窓
　
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
、娘
の
凪
々
星
で
す
。

様
々
な
も
の
に
興
味
津
々
！
家
中
ハ
イ

ハ
イ
で
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
。
こ
れ
か

ら
も
パ
パ
と
マ
マ
と
た
く
さ
ん
遊
ぼ
う

ね
。

ち
ゃ
ん

岩 

田 

凪
々
星

令
和
３
年
３
月
22
日
生（
字
幌
延
）

お
父
さ
ん
　
　
悠
　
作
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
杏
　
奈
　
さ
ん

な

な

せ

い
わ

た

　
わ
が
家
の
第
一
子
、
マ
ザ
コ
ン
ボ
ー

イ
の
ひ
ゆ
と
で
す
。
毎
日
歩
行
器
に
乗

り
、
元
気
に
家
の
中
を
歩
き
回
っ
て
い

ま
す
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
、
す
く
す
く
育
っ
て
ね
❤

く
　
ん

本 

田 

陽
悠
人

令
和
３
年
３
月
20
日
生（
１
条
北
１
）

お
父
さ
ん
　
　
誠
　
人
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
唯
　
奈
　
さ
ん

ひ

ゆ

と

ほ
ん

だ

　
抱
っ
こ
す
る
と
す
ぐ
寝
て
し
ま
う
第

４
子
の
マ
ザ
コ
ン
ボ
ー
イ
の
り
と
で
す

✌
身
の
回
り
の
物
を
手
あ
た
り
次
第

口
に
入
れ
、
毎
日
歩
行
器
を
乗
り
回

し
て
い
ま
す
。
笑
顔
の
絶
え
な
い
た
く

ま
し
い
子
に
育
っ
て
ね
❤

く
　
ん

鈴 

木
　有 

翔

令
和
３
年
３
月
17
日
生（
２
条
南
２
）

お
父
さ
ん
　
　
洋
　
史
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
ま
ど
か
　
さ
ん

り

と

す
ず

き

わが家の
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ありがとう
上幌延駅・安牛駅
今昔フォトコンテスト

≪惜別の灯： now 様≫

　令和３年３月に廃止された「上幌延駅」と「安
牛駅」のフォトコンテスト応募作品の主なものを
連載でご紹介しています。
　「”今”を未来へ・安牛駅」コースで大賞となった
作品は、now様の「惜別の灯」です。
　前月号でもご紹介した２駅をライトアップするイ
ベント「エキアカリ」の様子を収めた作品です。
　安牛駅前通りに灯されたランタンには「安」・
「牛」・「駅」と駅舎に連なって配置されており、
安牛駅の最後を彩る印象的な作品です。

”今”を未来へ・安牛駅 大賞

■
ち
ら
ほ
ら
と
雪
の
降
る
日
が
増
え
、
冬

本
番
が
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

車
の
タ
イ
ヤ
は
冬
用
に
し
ま
し
た
か
？
来

る
べ
き
冬
に
備
え
て
し
っ
か
り
と
準
備
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
さ
て
、
今
月
号
の
裏
窓
は
幌
延
中
学
校

学
校
祭
で
す
。
19
ペ
ー
ジ
の
ま
ち
の
話
題

で
も
紹
介
し
て
い
る
学
校
祭
で
す
が
、
実

は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
装
飾
部
門
の
紹

介
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
裏
窓

を
使
っ
て
紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

■
今
年
の
学
校
祭
の
テ
ー
マ
「infinity

（
無
限
大
）」
は
一
人
ひ
と
り
に
無
限
大
の

力
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
「D

ecoration story

〜
み

ん
な
が
楽
し
め
る
、
す
ご
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
装
飾
〜
」
を
目
標
に
協
力
し
合
い
、

装
飾
を
完
成
さ
せ
た
そ
う
で
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
学
校
祭
が
午

前
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
、
３
年
生
に
と

っ
て
は
悔
し
い
最
後
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
無
事
学
校
祭
が
開

催
さ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
３
年
生
の
皆

さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

※

背
景
は
装
飾
部
門
全
員
で
手
掛
け
た
作

品
で
す
。

成人式対象者一覧（掲載に同意いただいた方のみ掲載しています）

お問い合わせ先：教育委員会 社会教育グループ　電話 5-1117　告知端末機 5-8817
　　　　　　　 幌延町生涯学習センター　　　 電話・告知端末機 5-1321

№ 地　区 氏　　名 № 地　区 氏　　名
1

宮園町

加　藤　実貴央 12 栄　町 大　村　　　彰
2 若　杉　涼　香 13

1　条
田　中　幸　菜

３ 梅　本　彩　花 14 山　口　杏優美
4 野　村　怜　愛 15 岳　上　彩　乃
５ 伊　山　雄　牙 16 開　進 佐々木　美　咲
6

幌　延

寺　本　さくら 17 上幌延 日　野　里　彩
7 小　澤　翔　斗 18

問寒別
大　岩　　　駿

8 佐々木　修　斗 19 大　岩　　　萌
9 西　澤　花　菜 20 岡　部　実　侑
10 栄　町 畠　山　　　海 21 中問寒 夘子澤　圭　斗
11 山　本　奈々子 22 上問寒 大　倉　理　沙

令和 4 年　令和 4 年　成人式成人式

●日　時　令和4年1月５日（水）　午後1時30分～
●会　場　国際交流施設
対象となる方は、
①　平成13年４月２日～平成14年４月１日生まれの方で、町内に在住し

ている方。
②　上記の期間中に生まれ、町内の学校に在籍していた方で、町内に保

護者が在住している方。
　新型コロナウイルス感染予防対策を講じて実施いたしますが、感染
が拡大した場合は、やむを得ず中止（延期）する場合があります。

【成年年齢について】
　民法改正により、令和４年４月以降、成年年齢が20歳から18歳に引き下げ
られますが、町内の成人式対象予定者へのアンケート結果や各関係機関と協
議を行い、令和５年以降も本町の成人式対象者年齢を20歳とします。


